
令和２年度 公益財団法人大分県スポーツ協会第３回理事会 

 

日時：令和３年１月１３日（水）１４：００～ 

場所：大分県庁舎新館１４階大会議室 

 

理 事 

出 席 者   麻生 益直  工藤 利明  野見山裕治  加藤 寛章  阿部  方  

（２４名）  安部  亮  井上 倫明  衛藤  賢  佐藤 彰倫  土谷 忠昭 

       藤本  学  牧  和志  松本 悠輝  三好 正昭  足立 達哉 

       後藤 修二  後藤 博美  佐藤 好昭  末吉 新治  杉原  勉 

       中村 和好  牧野 新吾  真砂 昌史  渡邉 光廣 

 

欠 席 者   相馬 尊重  大場 俊二  神志那静清  竹井 信之  友岡 正春 

（５名） 

 

監 事 

出 席 者   倉掛 賢裕  志賀 一哉 

（２名） 

 

資格確認  渡邉総務部長が出席理事２４名で、定数の過半数であることから、定款第３６

条により、本会が成立することを報告した。 

 

１． 開会のことば 

渡邉総務部長が開会のことばを述べた。 

 

２． あいさつ 

   公益財団法人大分県スポーツ協会会長 麻生益直があいさつを行った。以下挨拶。 

 

新年明けましておめでとうございます。新型コロナウイルスの第３波により、例年とは違

う年末・年始となりましたが、皆様方には、健やかに新しい年をお迎えのことと存じます。 

さて、昨年のスポーツ界は、コロナ禍により日常のスポーツ活動の自粛や制限をはじめ、

各種スポーツ大会が中止や延期となるなど、大きな影響を受けました。 

こうした中ではありましたが、秋以降から徐々に開催されるようになり、陸上の兒玉芽生選

手、水泳の渡辺一平選手、空手道の大野ひかる選手、ライフル射撃の礒部直樹選手や野畑美

咲選手が日本一に輝くなど、素晴らしい活躍を見せてくれました。 

また、年末・年始の高校スポーツでは、女子バレーの東九州龍谷高校が、今年も全国上位

に進出しました。大会連覇とはならず３位という結果でしたが、その戦いぶりは、コロナ禍

の中、県民に感動と元気を与えてくれるものでした。いよいよ、今月末から２月にかけては、

第７６回国民体育大会の先陣となる冬季大会が開催されます。冬季競技は、厳しい練習環境



の中での出場となりますが、「チーム大分」の誇りを持って臨んでいただきたいと思います。 

今年は、東京オリンピック・パラリンピックや国民体育大会、各種全国大会において、本

県選手の躍動する姿が数多く見られることを大いに期待しています。 

本会も、スポーツ協会への名称変更やロゴマークの選定、ホームページのリニューアルな

ど、ブランド力を高めるための広報活動を行いながら、積極的に各種事業に取り組みたいと

考えておりますので、引き続き、皆様方の御協力をお願いいたします。 

結びに、本日は、補正予算や表彰関係等について御協議いただきます。時節柄、できるだ

け短時間で終了したいと考えておりますが、皆様には、忌憚のない御意見を賜りますようお

願い申し上げ挨拶といたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長選出 以下、進行の渡邉総務部長の説明 

理事会規程第６条では、「理事会の議長は会長がこれにあたる」となっていますので麻生

会長に議長をお願いいたします。 

また、議事録署名につきましては、定款第３７条に「出席した会長・副会長及び監事は議

事録に記名押印する」となっておりますので、その旨よろしくお願いいたします。 

 

 以下、議長による進行。 

 

３． 議事 

議案１ 令和２年度第２次補正予算について 

議案２ 国民体育大会及び九州ブロック大会の大分県代表団の決定について 

議案３ 令和２年度大分県スポーツ協会表彰について 

 

【議案１ 令和２年度第２次補正予算について】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

令和２年度第２次補正予算について説明いたします。レジュメは２ページからとなりま

す。 

今年度の予算につきましては、前回第２回理事会において、新型コロナウイルス感染症の

影響に伴う第１次補正予算を承認していただきました。今回の第２次補正予算は、すでに予

算執行を終えている事業及び第１次補正予算編成後の情勢に対応するために御提案するも

のでございます。 

本会の会計は、公益法人会計として、大分県スポーツ振興事業、大分県スポーツ少年団事

業、大分県スポーツ普及・表彰事業の公益３事業の会計と、事務局運営に係る法人会計の４

会計からなっています。それぞれの会計ごとの資料は、４ページから７ページにかけて詳細

に記載していますが、わかりやすくするために、３ページのＡ３概要版を使って説明させて

いただきます。恐れ入りますが、レジュメの方向を変えていただきまして御覧ください。 

補正前予算額・補正額・補正後予算額の角カッコは大科目、丸カッコは中科目、カッコが



ないのが小科目の金額となっています。また、表の両端の小さな数字は行数を示しています。 

まず、一般正味財産増減の部の経常収益、いわゆる収入の部です。はじめに９行目、スポ

ーツ少年団登録料ですが、補正前予算額６４６万円に対しまして、９５万７千円増額、補正

後予算額７４１万７千円でございます。これは、登録指導者・団員合わせて１，４１７名の

増数によるものです。 

次に１１行目の受取補助金等ですが、補正前予算額２億５千９６７万８千円に対しまし

て、１億３千３７３万６千円減額、補正後予算額１億２千５９４万２千円でございます。こ

れは、国民体育大会、九州ブロック大会、県内一周駅伝、都道府県対抗駅伝大会が中止にな

ったためです。 

次に１５行目の受取民間補助金ですが、補正前予算額１３３万４千円に対しまして、１５

０万円増額、補正後予算額２８３万４千円でございます。これは、日本スポーツ協会の「ス

ポーツ活動継続サポート事業補助金」による増額です。こちらは、新型感染症拡大の影響に

より、活動自粛を余儀なくされた団体に対しての事業で、本会も事業継続・高度化計画を申

請し、昨年１２月に交付決定されたものです。 

次に２３行目、受取民間助成金ですが、補正前予算額８９万５千円に対しまして、８９万

５千円減額、補正後予算額０円でございます。これは、スポーツ少年団駅伝交流大会中止に

伴い、スポーツ振興助成金申請を取り下げたことによるものです。 

次に２４行目、受取負担金ですが、補正前予算額１２１万円に対しまして、６６万８千円

減額、補正後予算額５４万２千円でございます。これは、各種大会・研修会の中止など実態

に応じて補正するものです。 

４０行目、経常収益計ですが、補正前予算額２億８千９５０万３千円に対しまして、１億

３千２８２万８千円減額の補正後予算額は１億５千６６７万５千円となります。 

次に経常費用、いわゆる支出の部でございます。４２行目、大分県スポーツ振興事業です

が、補正前予算額２億５千５５８万２千円に対しまして、１億３千４１６万６千円減額の補

正後予算額は１億２千１４１万６千円となります。これは国民体育大会等の中止によるも

のです。 

５３行目、大分県スポーツ少年団事業ですが、補正前予算額４５８万４千円に対しまして、

２４４万９千円減額の補正後予算額は２１３万５千円となります。これは経常収益と同じ

理由により、減額補正となっています。 

６４行目の上記３事業の事業管理費につきましては、補正前予算額２千１４７万円に対

しまして、７４万３千円増額、補正後予算額は２千２２１万３千円でございます。併せて、

６６行目、法人会計管理費ですが、補正前予算額６９０万４千円に対しまして、８千円減額、

補正後予算額は６８９万６千円でございます。両科目の内、減額となる内訳は、旅費交通費

５０万３千円、増額となる内訳は、スポーツ少年団登録者数の増数による、日本スポーツ少

年団本部への支払い負担金６８万１千円、日本スポーツ協会「スポーツ活動継続サポート事

業補助金」による環境整備費５５万２千円でございます。 

６７行目、経常費用計ですが、補正前予算額２億９千８７万２千円に対しまして、１億３

千５８３万１千円減額の補正後予算額は１億５千５０４万１千円となります。 

続いて７３行目、当期経常増減額計ですが、補正前予算額マイナス１３６万９千円に対し



まして、３００万３千円増の１６３万４千円の補正後予算額となり、この額が黒字見込額と

なります。 

最終行、正味財産期末残高ですが、補正前予算額３千５８４万３千９９０円に対しまして、

３００万３千円増額の補正後予算額３千８８４万６千９９０円となります。 

今回、黒字見込みとなった要因は、経常収益の項では、スポーツ少年団登録料の増額、日

本スポーツ協会「スポーツ活動継続サポート事業補助金」による増額です。経常費用の項で

は、スポーツ少年団各種大会中止に伴う減額、県内一周駅伝等大会中止による支払い補助金

の減額、会議中止に伴う旅費交通費の減額が主な要因です。 

第１次補正予算で計上しましたデジタル化費用に併せ、日本スポーツ協会「スポーツ活動

継続サポート事業補助金」により、ホームページのリニューアルや電話通信システムを導入

することができ、ブランド力向上並びに在宅勤務などに備え、環境整備を進めることができ

ました。しかし、現時点で計上できませんでしたが、賛助会員の加入状況が、例年に比べ減

数が見込まれるなど、更なる減収も想定されますので、今後もコスト意識を持って取り組ん

で参ります。 

以上で令和２年度第２次補正予算の説明を終わります。御審議お願いいたします。 

 

(麻生議長が、議案１についての質問・意見を議場に諮ったが、特になかった。) 

 

≪上記の説明を踏まえ、麻生議長が議案１を議場へ諮ったところ全会一致で承認された≫ 

 

【議案２ 国民体育大会及び九州ブロック大会の大分県選手団の決定について】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

国民体育大会及び九州ブロック大会の大分県代表団の決定について、説明いたします。レ

ジュメは８ページからとなります。 

始めに、代表団の参加申込みと決定までの流れをご説明いたします。国民体育大会及び九

州ブロック大会の大分県代表団の参加申込は、競技団体により選考された選手を、本会事務

局で当該大会の参加資格と照合したのち、会長承認を得て参加申込をしていました。代表団

の決定については、これまで理事会決議事項として取り扱っていたため、参加申込後に開催

される理事会で、代表団を事後承認していた経緯がございます。 

しかしながら、参加申込日と理事会承認日の時系列が前後していること、九州各県の現状

についても、１県を除いて理事会決議事項としていないことから、公益法人に関する専門家

からの意見も踏まえ、国民体育大会及び九州ブロック大会の大分県代表団の決定について、

次のように御提案いたします。 

国民体育大会及び九州ブロック大会の大分県代表団の決定は、理事会における議決では

なく、専務理事決裁とする。 

提案理由は、大分県代表団の決定については、当該競技団体の選考規程に則って選考され、

各競技団体会長が代表として認めた者である。 

定款及び理事会規程において、理事会での決議事項として挙げられていない。 



理事会での議決が必要となると、すべての大会前に理事会を開催する必要がある。 

以上が、国民体育大会及び九州ブロック大会の大分県代表団の決定についての説明でご

ざいます。御審議お願いいたします。 

 

(麻生議長が、議案２についての質問・意見を議場に諮ったが、特になかった。) 

 

≪上記の説明を踏まえ、麻生議長が議案２を議場へ諮ったところ全会一致で承認された≫ 

 

【議案３ 令和２年度大分県スポーツ協会表彰について】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

令和２年度大分県スポーツ協会表彰について、説明いたします。レジュメは１０ページか

らとなります。 

この表彰は、学校・地域または職域におけるスポーツの健全な普及及び発展に貢献し、本

県スポーツの振興に著しい成果をあげた個人及び団体を表彰するもので、２月５日金曜日

１５時からホテル日航大分オアシスタワ－で表彰式を開催するものでございます。 

続いて、２８ページをお開き下さい。表彰規程につきましては、第４条にございますが、

表彰の種類は「スポーツ功労者及び団体」、「スポーツ優良生徒」、「生涯スポーツ功労者及び

生涯スポーツ優良団体」の３種類でございます。なお、「スポーツ功労者及び団体」につき

ましては、個人、団体、指導者の３部門になっております。推薦基準につきましては記載の

とおりでございます。 

また、審査及び決定につきましては、第２条にございますように、本会の加盟団体及び本

会が推薦する個人・団体を本理事会において審査し決定するものです。 

２９ページには、第２回理事会でご承認いただきましたスポーツ優良生徒の特例措置を

掲載しています。 

１０ページにお戻りください。本年度の候補者及び候補団体の総数ですが、スポーツ功労

者及び団体では、個人の部は１６名、団体の部は１団体でございます。 

スポーツ優良生徒では、中学生の部では２２７名、高校生の部では２５７名でございます。 

生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体では、生涯スポーツ功労者は３名、生涯ス

ポーツ優良団体は６団体でございます。 

次に各部門別の候補者でございます。レジュメ１１ページからです。 

最初に、スポーツ功労者個人の部１６名でございます。一人一人の紹介は省略させていた

だきますが、競技別人数の内訳は、水泳２名、陸上３名、フェンシング４名、アーチェリー

１名、空手道１名、ライフル射撃３名、カヌー２名となっています。 

団体の部は、令和元年度第７２回全日本バレーボール高等学校選手権大会で優勝した東

九州龍谷高校バレーボール部の１団体となっています。 

次に、レジュメ１２ページ、スポーツ優良生徒です。 

まず中学生の部ですが、県中体連から推薦のありました候補者を学校別一覧にしていま

す。５１校から男子１４２名、女子８５名、計２２７名でございます。 



１３ページから１７ページにかけて競技別の候補者を掲載しています。候補者名、所属、

成績等については記載の通りです。 

１８ページをお開きください。次に高校生の部ですが、県高体連、県高野連から推薦のあ

りました候補者を学校別一覧にしています。２８校から男子１５４名、女子１０３名、合計

２５７名でございます。 

１９ページから２６ページにかけて競技別の候補者を掲載しています。候補者名、所属、

成績等については記載の通りです。 

２７ページ、生涯スポーツ功労者及び生涯スポーツ優良団体の候補者・団体を掲載してい

ます。功労者３名、優良団体６団体でございます。候補者名、所属、功績・活動実績につい

ては記載の通りです。 

以上、いずれの表彰も推薦基準を満たしておりますことを報告させていただきます。なお、

例年のことですが、本理事会終了後に追加申請がある可能性がございます。その場合には、

推薦基準を満たしているか否かを事務局で審査し、会長承認とさせていただきたいと思い

ますので、このことも併せまして御審議をお願いたします。 

 

(麻生議長が、議案２についての質問・意見を議場に諮った。) 

 

麻生議長 

 例年に比べるとかなりスポーツ功労者の数が激減しているという状況ですが、表彰式は

予定通り、２月５日に開催するということでよろしいでしょうか。 

 

伊藤事務局長 

 現時点では開催する予定でございます。 

御参集の皆様におかれましては、この後、御案内させていただきます。 

 

《上記の事項を踏まえ、麻生議長が議案３を議場へ諮ったところ全会一致で承認された。》 

 

４． 報告・説明事項 

（１） 第４０回九州ブロック大会冬季大会アイスホッケー競技成績について 

（２） 第７６回国民体育大会冬季大会大分県代表団について 

（３） 令和２年度事業報告について（令和２年度第２回理事会以降） 

（４） 全国表彰受賞者について 

（５） 各種大会成績について（令和２年度第２回理事会以降） 

（６） スポーツ団体ガバナンスコードについて 

 

【報告・説明事項（１）第４０回九州ブロック大会冬季大会アイスホッケー競技成績につい

て】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 



４の報告・説明事項（１）の第４０回九州ブロック大会冬季大会アイスホッケー競技成績

について説明いたします。３０ページをお開きください。 

本年１月２７日から開催される第７６回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会の

出場権をかけて、九州ブロック大会が昨年の１２月１２日に福岡県立総合プールスケート

リンクで開催されました。本県は成年男子種別に出場し、初戦、熊本県と対戦いたしました。

結果は御覧のとおり、１対６で敗退し代表権の獲得には至りませんでした。 

また、３１ページには選手団名簿を掲載しています。 

以上で第４０回九州ブロック大会冬季大会アイスホッケー競技成績についての説明を終

わります。 

 

（麻生議長が報告・説明事項（１）についての質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

【報告・説明事項（２）第７６回国民体育大会冬季大会大分県代表団について】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

第７６回国民体育大会冬季大会大分県代表団について説明いたします。３２ページをお

開きください。 

スケート競技会 ショートトラック競技は、１月３０日から愛知県名古屋市で、スキー競

技会は、２月１８日から秋田県鹿角市で開催されます。 

本部役員といたしまして、団長に玉田輝義・県スキー連盟会長、副団長に麻生純二・県ス

キー連盟副会長、同じく副団長に三宅文子・県スケート連盟理事長、総監督に加藤寛章・本

会専務理事、ほか総務員は２名でございます。 

監督、選手につきましては記載のとおりで、スケート競技は監督１名、選手１名、スキー

競技は監督３名、選手１１名でございます。 

また、昨日政府が愛知県に対し緊急事態宣言を再発令することで調整に入ったことによ

り、日本スポーツ協会から、都道府県選手団の派遣に関する調査依頼がありました。該当競

技団体、監督・選手並びに勤務先所属長と協議を行い、今後慎重に判断して参りたいと考え

ています。 

以上で第７６回国民体育大会冬季大会大分県代表団についての説明を終わります。 

 

（麻生議長が報告・説明事項（２）についての質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

【報告・説明事項（３）令和２年度事業報告について（令和２年度第２回理事会以降）】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

（３）令和２年度事業報告ですが、第２回理事会以降の事業について主なものを抜粋して

説明いたします。 

３３ページ№１、８月２２日から優秀指定選手メディカルチェック、採血による貧血・栄

養検査の検査結果説明会を行いました。今年度は、１７競技団体、３００名を対象に採血に



よる検査を実施し、医科学委員会メディカルサポート部会の松田貴雄ドクターが各チーム

を訪問し、今後の対策・改善について結果説明をいたしました。 

№９、大分県スポーツ少年団スポーツ外傷・傷害防止研修会ですが、これまで年６回にわ

たり開催していましたが、感染症対策の観点から、本年は講義時間を短縮し、１日のみの開

催といたしました。外傷・傷害防止について必要な知識を、医科学委員会研修部会の皆様方

から御講義いただきました。 

№１１、１０月２４日・２５日に大分県スポーツ少年大会を開催し、団員間の交流を深め

ました。 

３４ページ№１７、１１月７日にガバナンス研修会を開催しました。講師に日本スポーツ

協会の岩田総務部長をお迎えし、加盟団体役員、スポーツ少年団関係者、本会事務局職員に

加え、今年度より本会役員の方々にも参加いただきました。 

№１８、１１月１４日・１５日に大分県スポーツ少年団ジュニアリーダースクールを開催

し、参加した１６名の団員に日本スポーツ少年団ジュニアリーダーの資格を認定しました。 

№１９、１１月１４日～２３日にかけて日本スポーツ協会の委託事業であります「ドーピ

ング防止研修会」を本会ホームページ内の YouTube 動画配信により開催しました。動画配信

は初めての試みでありましたが、参加者からも好評であることから、今後もＷＥＢでの開催

を検討していきたいと考えています。 

その他の事業につきましては、記載の通りでございます。後刻、御確認ください。事業報

告は以上でございます。 

 

（麻生議長が報告・説明事項（３）についての質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

【報告・説明事項（４）全国表彰受賞者について】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

（４）の全国表彰受賞者について説明いたします。レジュメは３５ページとなります。 

まず、永年にわたりまして、体育・スポーツの振興・発展に功績のありました方に対する

文部科学大臣表彰でございますが、本年度は、記載の３名・２団体の方が受賞されました。

本会からの推薦はございませんでした。 

次に、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰でございます。この表彰

は資格取得後１５年以上にわたり、スポーツの普及振興及び指導者育成等に尽力し、顕著な

功績をあげた方々に対する表彰でございます。 

受賞されましたのは、バレーボールコーチの木村由美さんです。 

本年度、全国表彰を受賞されました方々にお喜び申し上げますとともに、今後ますますの

御活躍をお祈り申し上げます。 

 

（麻生議長が報告・説明事項（４）についての質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

【報告・説明事項（５）各種大会成績について（令和２年度第２回理事会以降）】 



 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

（５）の各種大会成績について説明いたします。レジュメは３６ページからとなります。 

本日は、全国優勝のチーム・個人を報告させていただきます。 

３６ページ、陸上競技、第８９回日本学生陸上競技対抗選手権大会において、福岡大学の

兒玉芽生選手が女子１００ｍ、２００mで優勝、女子４００ｍリレーで兒玉芽生選手、加藤

汐織選手が優勝いたしました。また、第１０４回日本陸上競技選手権大会女子１００ｍにお

いて、兒玉芽生選手が優勝いたしました。 

３７ページ、陸上競技、全国高等学校陸上競技大会２０２０・Ｕ２０全国陸上競技大会に

おいて、中央大学の亀井桜選手がＵ２０女子やり投げで優勝いたしました。 

水泳競技、第９６回日本学生選手権大会において、早稲田大学の田中大寛選手が２００ｍ

自由形で優勝いたしました。 

また、第６２回日本選手権大会、第３回日本社会人選手権大会、第９６回日本選手権大会

において、トヨタ自動車の渡辺一平選手が男子２００ｍ平泳ぎでそれぞれ優勝いたしまし

た。 

３９ページ、ライフル射撃競技、２０２０年度全日本ライフル射撃競技大会において、大

分市役所の礒部直樹選手が男子５０ｍライフル伏射６０発で優勝、女子１０ｍエアライフ

ル６０発で、由布高校の野畑美咲選手が優勝いたしました。 

４０ページ、カヌー競技、日本カヌースプリント選手権において、鹿屋体育大学の田中・

岩永ペアが男子２００ｍカナディアンペアで優勝いたしました。 

４１ページ、空手道競技、第４８回全日本空手道選手権大会において、大分市消防局の大

野ひかる選手が女子形で優勝いたしました。 

その他の成績につきましては資料をもって報告とさせていただきます。 

 

（麻生議長が報告・説明事項（５）についての質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

【報告・説明事項（６）スポーツ団体ガバナンスコードについて】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

（６）のスポーツ団体ガバナンスコードについて説明いたします。レジュメは４２ページ

となります。 

昨年度、スポーツ庁はスポーツ団体が適切な組織運営を行う上で遵守すべき原則・規範と

なるガバナンスコードを策定し、日本スポーツ協会の加盟団体である都道府県体育・スポー

ツ協会は、日本スポーツ協会加盟団体規程に基づき、中央競技団体向けガバナンスコードの

遵守状況を今年度よりＨＰ等で公表することになっています。現在事務局では、４２ページ

掲載の指定された１７項目について、自己説明・公表するため準備を進めています。理事の

皆様方には、第４回理事会で自己説明の内容について御審議していただく予定をしていま

すのでお知らせ致します。 

以上で報告・説明事項を終わります。 



 

（麻生議長が報告・説明事項（６）についての質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

５． その他 

（１）今後の事業計画について 

（２）ホームページのリニューアルについて 

（３）今後の国体開催地について 

 

【その他（１）～（３）について】 

 伊藤事務局長が上記事項について説明。以下説明事項。 

 

今後の主な事業については、レジュメ４３ページに掲載しています。新型感染症関連で、

国民体育大会冬季大会結団壮行式や、大分県スポーツ少年団駅伝交流大会などの行事が中

止となりましたので御確認ください。 

 

 続いて、（２）ホームページについてですが、第２回理事会で御承認いただき、本会ホー

ムページを４４ページの様にリニューアルいたしました。公式 YouTube チャンネルの開設

やインスタグラムが投稿できるなど、デジタルコンテンツの充実を図り、小学生から利用し

やすいホームページとなっています。また、リニューアルを広く周知するため、インスタグ

ラム ハッシュタグ キャンペーンを現在開催しています。詳細についてはホームページに

掲載していますので、御覧いただきますようお願い申し上げます。 

 

 続いて、レジュメ４５ページを御覧下さい。今年度開催予定でありました、第７５回国民

体育大会鹿児島国体が、令和５年度に延期されたことにより、以降の開催県についても１年

順送りとし、開催年を変更することが決定されましたのでお知らせ致します。 

以上でその他の説明を終わります。 

 

（麻生議長がその他（１）～（３）について質問を議場に諮ったが、特になかった。） 

 

６． 閉会のことば 

 渡邉総務部長が閉会のことばを述べた。 
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